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平
成

30

年

7

月

14

日

（
土
）
前
年
同
様
、
学
士
会

館
（
千
代
田
区
神
田
錦
町
）

に
お
い
て
静
商
同
窓
会
関

東
支
部
総
会
・
懇
親
会
が
、

関
東
在
住
の
同
窓
生
１
５

６
名
と
本
部
よ
り
赤
石
同

窓
会
長
、
母
校
油
上
教
頭

先
生
、
他
来
賓
、
静
岡
か
ら

の
出
席
者
を
含
め
総
勢
１

８
１
名
に
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。 

総
会
に
続
き
、
懇
親
会
で

は
「
ビ
バ
静
商
！
１
２
０
」

の
テ
ー
マ
で
運
営
役
員
の

Ｓ
５
０
年
卒
中
島
寛
人
さ

ん
に
よ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

の
演
奏
に
感
銘
し
、
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
満
載
で
盛
り
上
が
っ

た
。 毎

年
恒
例
と
な
っ
た
「
ふ

る
さ
と
の
味
」
黒
は
ん
ぺ

ん
の
フ
ラ
イ
・
し
ら
す
、
桜

海
老
の
か
き
揚
げ
も
好
評

で
あ
っ
た
。 

 

 

中島寛人さん(S50 年卒)の演奏風景 

静商同窓会関東支部 総会・懇親会開催 

静商同窓会関東支部総会では定番の「ビバ静商」のラインパレード   

参加者全員の静商への熱い思いがひとつになる瞬間です。   

赤石同窓会長のご挨拶 

油上教頭先生のご祝辞 

校 

海野昭関東支部顧問 感謝状授与 

平成 30 年 6 月 2 日静商同窓会本部総会にお

いて、永年本部副会長・関東支部長を務め、同

窓会活動に寄与したことに対し、感謝状が授与さ

れた。これは創立１２０周年行事の一環であり、

海野昭氏は、平成１１年から１２年間、同職に

て同窓会活動に尽力された。 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 

関東支部総会 

懇親会 

７月７日（日） 

今年も学士会館にて開催 

詳しくは別紙案内をご覧下さい。 
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今
年
２
０
１
９
年
5

月
1

日

「
平
成
」
の
時
代
が
終
わ
り
、「
令

和
」
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 思

え
ば
平
成
３
年
に
静
商
同

窓
会
関
東
支
部
が
多
く
の
先
輩

達
の
ご
努
力
に
よ
り
発
足
し
て
、

来
年
２
０
２
０
年
に
は
30
周
年

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ

う
、
関
東
支
部
の
こ
の
30
年
は
、

世
界
の
激
動
と
日
本
の
大
き
な

災
害
の
頻
発
し
た
「
平
成
31
年

間
」
と
と
も
に
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

振
返
れ
ば
、
鈴
木
敏
彦
氏
（
S

26
卒
）
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
、
湯

本
克
巳
氏
（
S

25
年
卒
）、
天
野

覚
氏
（
S

26
年
卒
）
の
３
名
が

発
起
人
と
な
り
関
東
支
部
の
設

立
に
向
け
て
活
動
を
開
始
し
た

の
が
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）

の
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
後
、
成
川
貞
夫
氏
（
S

27

年
卒
）､

井
上
茂
氏
（
S

28
年
卒
）､

富
田
修
一
氏
（
S

29
年
卒
）､

海

野 

昭
氏
（
S

30
年
卒
）､

勝
見

勝
江
氏
（
S

31
年
卒
）､

中
村
達

郎
氏
（
S

32
年
卒
）､

入
野
克
彦

氏
（
S

33
年
卒
）､

 

水
野
恵
司

氏
（
S

34
年
卒
）
ら
が
加
わ
り

世
話
人
と
な
り
、
１
９
９
１
年

（
平
成
３
年
）
関
東
支
部
が
発
足

し
、
そ
の
年
７
月
６
日
東
京
築
地

ス
エ
ヒ
ロ
に
於
い
て
静
商
同
窓

会
関
東
支
部
創
立
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
静

商
同
窓
会
関
東
支
部
会
報
が
そ

の
翌
年
平
成
４
年
５
月
28
日
に

早
く
も
創
刊
号
が
10
ペ
ー
ジ
に

及
ぶ
充
実
し
た
内
容
で
発
行
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
創
刊
号
を
担
当

さ
れ
た
故
富
田
修
一
氏
の
ご
尽

力
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し

ま
す
。 

創
刊
号
の
発
行
以
来
、
毎
年
、

関
東
支
部
活
動
を
伝
え
て
き
た

関
東
支
部
会
報
も
こ
の
号
で
28

号
と
な
り
ま
す
。
会
報
の
代
表
的

な
掲
載
記
事
と
と
も
に
静
商
同

窓
会
関
東
支
部
の
平
成
を
振
返

り
ま
し
ょ
う
。 

      

                                  

                   

 
 

令和も引き続き 

同窓会関東支部の 

輪を広げよう 

 

静商同窓会関東支部の 

30 年間を 

関東支部会報で振返る 

※
関
東
支
部
創
設
の
喜
び
を
伝
え
る 

創
刊
号 

【
第
５
号
】 

※
２
１
世
紀
へ
躍
進
静
商
（
ホ
ッ
プ
・

ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
）
静
商
１
０
０

周
年
の
準
備
が
迫
る 

 

【
第
９
号
】 

※
関
東
支
部
は
創
立
１
０
周
年 

【
第
１
０
号
】 

※
か
っ
ぽ
れ
で
２
１
世
紀
を
躍
る
。 

（
こ
の
年
初
め
て
外
部
パ
フ
ォ
ー
マ 

ン
ス
を
取
り
入
れ
た
） 

【
第
１
２
号
】 

※
日
本
橋
茅
場
町
鉄
鋼
会
館
に
会
場 

 

を
移
し
て
の
総
会
・
懇
親
会 

（
出
会
い
・
音
楽
・
ゲ
ー
ム
・
唄
お
う
）

 

 

【
第
１
５
号
】 

※
会
場
は
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

※
会
報
発
行
１
５
周
年
と
し
、
同
窓
会 

 

の
１
５
年
の
歩
み
を
特
集 

【
第
１
６
号
】 

※
祝 

甲
子
園
出
場
（
０
泊
３
日 

  

弾
丸
応
援
ツ
ア
ー
） 

※
こ
の
号
か
ら
全
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー 

 

印
刷
と
な
っ
た
。 

【
第
１
７
号
】 

※
元
プ
ロ
野
球
ヒ
ー
ロ
ー
を
迎
え
て 

【
第
１
８
号
】 

※
音
楽
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
・
応
援
団
Ｏ
Ｂ
・

チ
ア
Ｏ
Ｇ
が
勢
ぞ
ろ
い 

【
第
２
０
号
】 

※
創
立
２
０
周
年
を
祝
う 

【
第
２
１
号
】 

※
宗
野
新
支
部
長
就
任 

【
第
２
３
号
】 

※
吉
澤
新
支
部
長
就
任 

【
第
２
５
号
】
※
創
立
２
５
周
年 

本
部
・
支
部
役
員
に
よ
る
鏡
開
き 

【
第
２
６
号
】
※
テ
ー
マ
は
つ
な
ぐ 

こ
の
会
か
ら
学
士
会
館
（
神
田
錦
町)

に
会
場
を
移
し
て
実
施 

 

32
年
ぶ
り
は
嬉
し
か
っ
た
ね
ー 

総
会
・
懇
親
会
は
イ
ベ
ン
ト
が

充
実
し
ま
し
た
ね
ー 
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静商同窓会関東支部の平成を振返る（年表）

平成 西暦 主な出来事 関東支部（登場人物の敬称は省略します）* 支部三役(敬称略)* 会報担当(敬称略)*

1 1989
昭和→平成／消費税導入／ベルリンの壁
崩壊

2 1990 東西ドイツが統一
関東支部発足に向けた準備活動始まる　世話人氏名：湯本克巳、鈴木敏
彦、天野覚､成川貞夫､井上茂､富田修一､海野 昭､勝見勝江､中村達郎､入
野克彦､水野恵司

3 1991 湾岸戦争／バブル経済崩壊／ソ連崩壊
関東支部発足・7.6スエヒロにて「同窓会関東支部創立総会」開催
参加者160名

支部長　：湯本克巳
副支部長：鈴木敏彦
幹事長　：海野昭

4 1992 バルセロナオリンピック開催
5.28 「会報」創刊号の発行 7.4「第２回総会」開催　参加者150名
10.16第１回ゴルフ・コンペ開催（参加者８名）

同上 富田修一

5 1993 欧州連合（EU）発足／Ｊリーグ開幕 7.3 総会☆懇親会に黒ハンペン初登場

支部長　：湯本克巳
副支部長：鈴木敏彦
副支部長：関塚仍子
幹事長　：海野昭

同上

6 1994 北朝鮮の国家主席金日成が死去
☆３月奥多摩の吉野梅郷（企画部主催第３回散歩の会）これから同好会
「歩く会」発足　「第1回は皇居周辺散策」　会長は望月秀雄

同上 同上

7 1995
1.17阪神淡路大震災
3.20地下鉄サリン事件

7.14 総会☆音楽部ＯＢのパフォーマンス／静商凧など

支部長　：湯本克巳
副支部長：中村達郎
副支部長：関塚仍子
幹事長　：海野昭

同上

8 1996
7.13 総会☆総会運営を通じて、年代を超えた仲間がその後「静商八八
（パチパチ）会」が発足

同上 同上

9 1997 ダイアナ元皇太子妃、パリで交通事故死
「カラオケ同好会」発足。9 月に「第 1 回ボーリング＆からおけの集
い」会長は青木洋一

同上 同上

10 1998 長野オリンピック開催
7.10 懇親会：「後藤和信氏の即席画」「記念バンダナ・テレカ・わさび
漬のお土産」　10.10 静岡・ツインメッセで「母校創立百周年祝賀パー
ティー」が開催

同上 中村達郎

11 1999 2000年問題騒動
4月「歩く会」「からおけ同好会」の合同イベントとして「屋形船＆花見
の集い」開催。（以後毎年開催され、静岡からの参加者も多数）釜揚げ
シラスも登場 専門部会に「応援部会」を設置

支部長　：海野昭
副支部長：中村達郎
副支部長：関塚仍子
幹事長　：鈴木晧介

富田修一

12 2000 三宅島噴火 7.8 【支部創立１０周年記念総会】桜川ぴん助 社中 の「かっぽれ踊り」同上 中村達郎

13 2001 9.11米同時多発テロ 7.14 総会☆「静岡おでん」新登場／空クジなしの「大抽選会」
支部長　：海野昭
副支部長：関塚仍子
幹事長　：鈴木晧介

平井幸雄・小林吉照

14 2002
FIFAワールドカップ・日韓大会が開催
小柴昌俊、田中耕一がノーベル賞を受賞

7.13 総会　この年から総会は鉄鋼会館　ハワイアンバンド（２６年根
本・２７年藤浪）

支部長　：海野昭
副支部長：宗野治義
副支部長：関塚仍子
幹事長　：鈴木晧介

同上

15 2003 六本木ヒルズオープン 総会☆新浦寿夫氏インタビュー　会場玄関の看板を山田雅子氏

支部長　：海野昭
副支部長：宗野治義
副支部長：西島一二三
幹事長　：鈴木晧介

同上

16 2004
MLBのイチローが84年ぶり年間最多安打
262の新記録  アテネオリンピック

7.13 総会☆「静岡気分いっぱい」 ☆「ちゃっきりぶし
エピソード」頼久氏 ☆静岡の地酒コーナー ☆日本酒銘柄当てクイズ

同上 同上

17 2005
ＪＲ福知山線脱線事故
日本の人口が戦後初めて減少

7.9 総会東京プリンスホテルガーデンアイランド☆15 周年記念「縁起
物・江戸玩具」配布（27 年卒望月氏）

同上 同上

18 2006 【母校　32年ぶり甲子園出場】
7.8 総会　☆平安隆氏沖縄民謡ライブ ☆演歌歌手川守宏氏(51年卒)ミニ
ライブ ☆ＳＣ応援団ＯＢ会のパフォーマンス

同上
平井幸雄・小林吉照
相川雅美・齋藤まり子

19 2007
日本郵政公社が解散。日本郵政株式会社
として民営化

7.14 総会　☆往年の名選手による記念座談会 【藤波行雄氏、新浦壽夫
氏、池谷公二郎氏、秋田秀幸氏】

支部長　：海野昭
副支部長：宗野治義
副支部長：西島一二三
幹事長　：小林幸義

同上

20 2008 リーマンショック 7.12 総会　☆恩師：阿内洋樹先生 同上 同上

21 2009 裁判員制度スタート
7.11 総会　☆演歌歌手川守宏氏スペシャルライブ ☆阿波踊り（小金井
市本拠の【舞龍連・おどりっこ連】ショー ☆音楽部ＯＢ＆ＯＧ演奏会
☆応援団ＯＢ・チアＯＧのパフォーマンス

同上 同上

22 2010
7.10 【関東支部創立20周年総会】　☆創立20周年記念講演：小和田哲男
氏「徳川家康の生き方に学ぶ」 ☆音楽部ＯＢ＆ＯＧ演奏会 ☆応援団Ｏ
Ｂ・チアＯＧのパフォーマンス追加

同上 同上

23 2011 3.11東日本大震災
7.9 総会　☆恩師：永田峰雄先生 ☆大ジャンケン大会 ☆音楽部ＯＢ＆
ＯＧ演奏会 ☆応援団ＯＢ・チアＯＧのパフォーマンス

支部長：宗野治義
副支部長：吉澤英夫
副支部長：西島一二三
幹事長　：小林幸義

同上

24 2012 ロンドンオリンピック開催
7.14 総会　☆関東支部ＯＢとの合同演奏会
☆応援団ＯＢ＆チアＯＧによるパフォーマンス

同上 同上

25 2013

7.13 総会☆見城喜哉硬式野球部監督とＮHKチーフアナウンサー佐塚元章
氏とのトークショー ☆音楽部ＯＢ＆ＯＧによる演奏会 ☆関東支部ＯＢ
との合同演奏会
☆応援団ＯＢ＆チアＯＧの音楽部ＯＢＯＧとのパフォ―マンス

支部長　：吉澤英夫
副支部長：原初典
副支部長：齋藤まり子
幹事長　：小林幸義

同上

26 2014 西アフリカにおけるエボラ出血熱が流行
7.12 総会☆元広島カープのエース池谷公二氏が当番幹事の応援のため廣
島から駆け付けた☆音楽部ＯＢ＆ＯＧ演奏会 ☆応援団 OB のパフォーマ
ンス 　母校の名物先生澤井一博先生を恩師として招待

同上 同上

27 2015
7.11 【関東支部創立25周年】総会　☆関東支部広報部会が総力を挙げて
制作した「25 周年記念ビデオ」と望月健三郎氏手作りの「駿河凧等記念
品」を参加者全員に配布

支部長　：吉澤英夫
副支部長：原初典
副支部長：岡本朗子
幹事長　：小林幸義

平井幸雄・小林吉照
相川雅美・齋藤まり子
大石倫義

28 2016 4.14熊本地震
7.9 総会【学士会館】☆プロのトランペット演奏者の小澤保雄氏（S48年
卒）と演歌歌手の川守宏氏（S51年卒）と「見上げてごらん夜の星を」等
コラボ

同上 同上

29 2017
7.10 【+D31関東支部創立20周年総+D31:F33会】　☆創立20周年記念講
演：小和田哲男氏「徳川家康の生き方に学ぶ」 ☆音楽部ＯＢ＆ＯＧ演奏
会 ☆応援団ＯＢ・チアＯＧのパフォーマンス追加

支部長　：吉澤英夫
副支部長：原初典
副支部長：岡本朗子
幹事長　：大石倫義

相川雅美・小林吉照
大石倫義・齋藤まり子

30 2018 9.6北海道胆振東部地震
7.14 総会☆プロのトランペット奏者の中島 寛人氏（Ｓ50年卒）による
演奏

同上

相川雅美・小林吉照
大石倫義・齋藤まり子
岩城一恵

31 2019 平成→令和 7.7 学士会館で総会を予定 同上
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す
。 

中 

 

         

優勝 上杉 義昭（Ｓ38年卒） 

２位 田形 晋 （Ｓ50年卒） 

３位 内田 晃 （Ｓ49年卒） 
 

優勝 杉本 博行（Ｓ38年卒） 

２位 相川 雅美（Ｓ48年卒） 

３位 高山 房之（Ｓ49年卒） 

 

優勝 宮川 欣也（Ｓ29年卒） 
２位 石貝 晃司（Ｓ30年卒） 
３位 吉澤 英夫（Ｓ38年卒） 

左は、優勝者の杉本博行さん 

優勝した宮川欣也さん 

平
成
31
年
春
の
コ
ン
ペ
に
優
勝
し
て 

桜
の
満
開
ま
で
、ま
だ
少
し
早
い
3

月
29
日 

ホ
ー
ム
コ
ー
ス
の
川
越
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
コ
ン
ペ
で
思

い
が
け
ず
、
こ
こ
何
十
年
も
縁
が
な
か

っ
た
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。 

今
ま
で
は
白
マ
ー
ク
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
少
し
短

い
赤
・
青
マ
ー
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き

た
の
が
勝
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

ゴ
ル
フ
は
何
回
や
っ
て
も
同
じ
よ
う

に
い
か
な
く
て
も
、
仲
間
が
い
る
か
ら

会
話
も
楽
し
く
、
負
け
な
い
ぞ
と
笑
い

な
が
ら
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。 

83
歳
と
歳
を
重
ね
次
第
に
歩
く
こ

と
が
目
的
の
ゴ
ル
フ
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
今
回
優
勝
出
来
た
こ
と
を

励
み
に
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
プ
レ
イ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
参
加
し
ま
す
。 

Ｓ
29
年
卒 

宮
川
欣
也 

２０１８～２０１９ 

ゴルフ同好会 

第６６回コンペ（春） 平成 31年 3月 29 日（金）川越 CC 

 

右は、優勝者の上杉義昭さん 

総会・新年会 

シーボニアメンズＣ 

平成 31年 1月 26日（土） 

 

■２０１８（Ｈ３０）年のイベント（実績）■ 

 ◆第６３回（春）  4月 3日（火）川越 CC 

 ◆第６４回（夏）  6月 14日（木）中津川 CC 

 ◆第６５回（秋） 10月 13･14日（土･日）房総 CC 

■２０１９（Ｈ３１）年のイベント（予定）■ 

 ◆総会＆新年会   1月 26日（土）シーボニアメンズクラブ 

 ◆第６６回（春）  3月 29日（金）川越 CC 

 ◆第６７回（夏）  6月 7日（金）中津川 CC  

 ◆練習会（東宝調布ゴルフ練習場） 

 ◆第６８回（秋） 10月 5･6日（土･日）房総 CC 

第６４回コンペ（夏） 

   平成 30年 6月 14日（木）中津川 CC 
  

 

第６５回コンペ（秋） 

平成 30年 10月 14日（日）房総 CC   

 

謹
賀 

新
年 

年
３
回
の
コ
ン
ペ
と
新
年
会
、
夏
に

は
練
習
会
を
実
施
し
て
ま
す
。 

※
新
規
会
員
も
常
に
募
集 
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同
窓
会
の
活
性
化
に
期
待
さ
れ

て
い
る
女
子
同
好
会
『
S

C
あ

じ
さ
い
』
も
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

世
代
を
越
え
た
交
流
で
現
在
２

８
名
の
方
々
と
繋
が
り
30
年
度

は
５
回
、
毎
回
１
２
～
１
３
名
で

集
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
さ
さ
や

か
な
美
味
し
い
ラ
ン
チ
に
喜
び
、

気
さ
く
な
先
輩
後
輩
達
と
の
お

し
ゃ
べ
り
で
『
S

C
あ
じ
さ
い
』

は
同
窓
生
の
素
敵
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
静
商
で
過
ご
し
た
僅
か
３
年

の
１
０
代
で
の
思
い
出
が
絆
の

源
と
な
り
、
新
し
い
出
会
い
は
懐

か
し
さ
が
溢
れ
新
鮮
で
す
。
日
常

の
役
割
や
責
任
か
ら
開
放
さ
れ

た
束
の
間
の
時
間
を
和
や
か
に

過
ご
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
性

の
共
感
が
女
性
だ
け
で
集
ま
る

魅
力
で
す
。
良
い
歳
を
重
ね
た
永

遠
女
子
達
の
色
鮮
や
か
な
『
S

C
あ
じ
さ
い
』
も
平
成
か
ら
令

和
と
談
笑
の
輪
を
繋
げ
て
、
益
々

楽
し
い
雰
囲
気
で
充
実
し
た
ひ

と
時
を
共
有
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 

S

C
あ
じ
さ
い 

会
長 

 
 

S

38
卒 

岡
本
朗
子 

 
 
 
 
 
 
 

 

                         

                                 

 

  

《 今年度の活動 》 

2018.5.22  深大寺そばと神代植物公園 

2018.9.12  中華街『菜香新館』＆三渓園 

2018.12.5  生田緑地と岡本太郎美術館 

2019.2.14  明治大学博物館と湯島天神の梅 

2019.4.12  昭和記念公園と昭和天皇記念館 

《 次回の予定 》 

2019.6.21 カップヌードルミュージアム横浜 
  

参加申込随時募集！！ 

連絡先 S38 年卒 岡本朗子 

scazisai@yahoo.co.jp 

イタリアンランチ＆ 日本民家園・岡本太郎美術館 

明治大学博物館  

阿久悠さんも明治大学出身 

湯島天神梅まつり 

バラの季節の神代植物苑 

深大寺そばに舌鼓 

趣味を楽しみ、     

美味しい料理と自然を満喫 
横浜中華街絶品ランチ 三渓園 

女子同好会 

SCあじさい 

弁松のお弁当 桜の下で 

ＳＣあじさいのメンバー（敬称略） 

会長 S43 年卒 岡本朗子   S37年卒 西島一二三  S37年卒 安川榮子   S37年卒 中田有智子 

S41 年卒 佐々木由美江 S43年卒 岩下喜美枝  S43年卒 原木妙子   S43年卒 三神和代   S43 年卒 村松典子 

S43 年卒 秋山八重子  S43年卒 橘みちよ   S43年卒 畠山三千代  S44年卒 的野典子   S44 年卒 長山静枝 

S45 年卒 山口千江   S48年卒 岩城一恵   S48年卒 牛村優子   S48年卒 及川のり子  S48 年卒 齋藤まり子 

S48 年卒 冨田みな子  S56年卒 高柳佐和美  H 1年卒 天笠律子 

H

１
年
卒 

 

天
笠
律
子
さ
ん 

昭和記念公園の花々に魅了される 

生田緑地の散策路 
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都
内
＆
関
東
近
郊
で
評
判
の

料
理
店
を
探
し
そ
の
美
味
し
さ

を
愉
し
む
会
と
し
て
「
グ
ル
メ

同
好
会
」
が
発
足
し
た
。  

そ
ば
打
ち
道
場
と
称
し
参
加

者
自
ら
そ
ば
を
打
つ
企
画
や
東

京
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
船
上
で

フ
ラ
ン
ス
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち

イ
タ
リ
ア
ン
料
理
の
「
ミ
キ
ヤ

ズ
」、
鮪
料
理
の
老
舗
「
浅
草
一

文
本
店
」
の
ね
ぎ
ま
鍋
、
鰻
は
南

千
住
の
「
尾
花
」
と
葛
飾
柴
又
の

「
川
千
家
」、
そ
し
て
渓
流
沿
い

で
蛍
が
飛
び
交
う
高
尾
山
麓
の

和
食
・
と
り
料
理
の
「
う
か
い
鳥

山
」
等
々
美
味
し
い
ひ
と
時
を
愉

し
ん
で
き
た
。
た
だ
選
ん
だ
お
店

の
ほ
と
ん
ど
は
予
約
が
必
要
な

有
名
店
で
予
定
日
の
1
週
間
あ

る
い
は
10
日
前
ま
で
に
概
算
の

人
数
で
申
込
み
を
し
席
の
確
保

を
し
て
か
ら
参
加
者
を
募
る
と

云
う
大
変
さ
が
あ
っ
た
。 

事
実
当
日
近
く
な
っ
て
急
に

参
加
予
定
者
の
不
参
加
で
有
名

店
故
の
事
後
の
処
理
に
苦
労
し

た
思
い
が
あ
る
。
ま
た
会
長
だ
っ

た
山
口
ひ
ろ
み
さ
ん
が
仕
事
の

都
合
で
会
か
ら
離
れ
る
事
に
な

り
運
営
は
私
一
人
で
担
う
事
に

な
っ
た
。
し
か
し
現
役
で
仕
事
を

し
て
い
る
私
に
は
そ
の
時
間
を

割
い
て
続
け
る
の
は
無
理
が
あ

り
次
第
に
重
荷
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み

H

30

年
11
月
の
浅
草
「
三
浦
屋
」
の
ふ

ぐ
鍋
の
会
を
最
後
に
発
展
的
解

消
す
る
に
至
っ
た
。 

後
継
同
好
会
と
し
て
新
た
に

「
旨
い
酒
！
旨
い
肴
！
を
愉
し

む
会
」
を
立
ち
上
げ
る
。 

こ
の
会
の
会
員
の
方
々
に
は
必

ず
「
旨
い
酒
、
旨
い
肴
」
を
提
供

す
る
お
店
が
あ
る
。
ま
た
店
主
が

静
岡
出
身
の
お
店
を
訪
ね
る
の

も
よ
い
。
是
非
そ
ん
な
お
店
を
順

次
紹
介
し
て
い
た
だ
き
そ
の
店

の
紹
介
者
に
都
度
幹
事
役
と
な

っ
て
も
ら
い
私
と
一
緒
に
会
の

運
営
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。 

お
酒
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
先
輩

後
輩
ご
同
輩
、
是
非
会
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
女
性
の
皆
さ

ん
も
大
歓
迎
で
す
。
も
ろ
手
を
広

げ
て
待
っ
て
ま
す
。 

同
好
会
会
長 

杉
本
博
行 

平
成
30
年
11
月
18
日
（
日
） 

日
本
橋
蛎
殻
町
の
水
天
宮
前

に
集
合
し
水
天
宮
参
拝
か
ら
歩

く
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

水
天
宮
は
七
五
三
参
り
と
お

宮
参
り
の
人
々
で
混
み
あ
っ
て

い
ま
し
た
が
慶
び
の
行
事
と
あ

っ
て
参
拝
者
の
顔
は
皆
満
面
の

笑
み
で
し
た
。 

佃
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
群

を
眺
め
な
が
ら
清
洲
橋
を
渡
り

江
東
区
に
入
り
ま
す
。 

清
澄
庭
園
は
紀
伊
国
屋
文
左

衛
門
の
屋
敷
跡
を
三
菱
の
創
始

者
で
あ
る
岩
崎
弥
太
郎
が
買
い

取
り
全
国
の
名
石
を
集
め
て
造

園
、
関
東
大
震
災
後
東
半
分
を
東

京
市
に
寄
贈
し
東
京
市
が
清
澄

庭
園
と
し
て
復
旧
し
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
大
泉
水
を
中
心
と

し
た
庭
園
で
散
策
に
は
約
1
時

間
を
要
し
ま
す
。 

先
ず
成
田
山
で
お
馴
染
み
の

成
田
山
東
京
別
院
深
川
不
動
堂

に
立
ち
寄
り
護
摩
修
行
に
立
ち

会
い
ま
し
た
。
修
行
は
30
分
程

行
わ
れ
ま
す
。
関
東
大
震
災
と
東

京
大
空
襲
で
２
度
焼
失
し
ま
す

が
本
尊
は
焼
け
ず
に
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
隣
接
す
る
富
岡
八
幡

宮
に
向
か
い
ま
す
。
江
戸
勧
進
相

撲
が
最
初
に
行
わ
れ
た
場
所
で

大
関
の
碑
、
横
綱
の
碑
が
建
立
さ

れ
て
お
り
懐
か
し
い
名
横
綱
、
名

大
関
の
名
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
の
名
残
が
残
る
下
町
を

歩
く
行
程
で
し
た
が
天
気
に
恵

ま
れ
風
も
な
く
穏
や
か
な
一
日

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

間
も
な
く
下
町
は
新
年
を
迎

え
る
準
備
で
一
層
の
活
気
に
み

な
ぎ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う 

歩
く
会
会
長 

松
本 

豊 

平
成
最
後
の
歩
く
会
は
平
成

31
年
3
月
31
日
（
日
）
に
JR
品

川
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

主
な
行
き
先
は
高
輪
大
木
戸
門

跡
、
泉
岳
寺
、
東
禅
寺
、
旧
東
海

道
の
品
川
宿
界
隈
で
す
。 

昨
年
の
目
黒
川
散
策
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
散
っ
た
後
で
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
が
今
年
は
見

頃
に
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
て
各
所
で

桜
見
物
が
で
き
ま
し
た
。
大
木
戸

門
は
新
駅
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー

の
名
付
け
親
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

泉
岳
寺
は
皆
さ
ん
お
馴
染
み
の

赤
穂
浪
士
各
霊
と
浅
野
内
匠
守
、

瑶
泉
院
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。 

東
禅
寺
は
臨
済
宗
の
お
寺
で
山

門
を
潜
る
と
本
堂
、
三
重
塔
へ
続

く
参
道
は
禅
宗
の
趣
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
品
川
神
社
は
源
頼
朝
が

勧
進
と
さ
れ

歴
史
あ
る
神

社
で
参
道
の

急
な
階
段
脇

に
富
士
塚
が

設
置
さ
れ
て

お
り
全
員
で

登
頂
。
頂
上
で

同
窓
会
旗
の
も
と
記
念
写
真
を

と
り
本
殿
裏
に
あ
る
板
垣
退
助

の
お
墓
に
詣
で
ま
し
た
。 

次
に
東
海
寺
の
墓
地
に
。
こ
こ

に
は
寺
の
住
職
を
務
め
た
沢
庵

和
尚
の
墓
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
同
墓
地
に
は
往
年
の
名

歌
手
の
島
倉
千
代
子
も
埋
葬
さ

れ
て
お
り
綺
麗
な
花
に
囲
ま
れ

て
眠
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
の
目
的
地
の
品
川
寺
（
ほ

ん
せ
ん
じ
）
で
今
回
の
歩
く
会
は

終
了
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
雲

も
取
れ
春
本
番
で
平
成
最
後
の

例
会
に
ふ
さ
わ
し
い
天
気
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
様
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

参
加
者 

15
名
（
女
性
3
名
） 

行
動
時
間 

4
時
間
20
分 

歩
行
距
離 

約
8.5

㎞ 

歩 

数 
 

約
1
万
6
千
歩 

 

歩
く
会
会
長 

松
本 

豊 

参加メンバー 

5名（敬称略） 

S30年卒 海野 昭    

S38年卒 吉澤 英夫  

S38年卒 杉本 博行   

S38年卒 山本 文雄 

S45年卒 大石 倫義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ
ル
メ
同
好
会
か
ら 

「
旨
い
酒
！
旨
い
肴
！
を

愉
し
む
会
」
へ 

歩
く
会
報
告 

平
成
30
年
秋
の
例
会 

「
下
町
を
歩
く
」 

春の例会参加メンバー 
15名（敬称略） 

S30年卒 海野昭・服部勤・堀内鋒行  
S36年卒 鷲野喜八郎  
S37年卒 西島一二三夫妻・安川榮子  
S38年卒 鈴木一晴・吉澤英夫 

吉田茂夫 
S39年卒  杉山俊夫 
S41年卒 小林吉照・松本豊 
S43年卒 原木妙子夫妻   

 

秋の例会参加メンバー 
11名（敬称略） 

S30年卒 海野昭・堀内鉾行 
S36年卒 鷲野喜八郎 
S37年卒 長谷川英樹  
S39年卒 杉山俊夫      
S41年卒 小林吉照 松本豊 
S42年卒 小林幸義       
S43年卒 岡本朗子 
S45年卒 大石倫義・山口千江 

歩
く
会
報
告 

平
成
31
年
春
の
例
会 

「
泉
岳
寺
か
ら
品
川
宿
」 



No. 9  令和元年 5月 28日 静商同窓会関東支部会報  第 28号 

 

          

 

テ
ニ
ス
同
好
会
活
動
報
告 

 

平
成
30
年
度
テ
ニ
ス
同
好
会

は
10
回
開
催
致
し
ま
し
た
。
参

加
人
数
は
延
76
名
で
し
た
。
都

立
芝
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に

て
3
回
、
都
立
亀
戸
中
央
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
7
回
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

新
入
会
員
2
名
（
38
年
卒
、
栗

山
富
美
子
さ
ん
、
39
年
卒
、
杉

山
俊
夫
さ
ん
、
）
復
期
会
員
（
48

年
卒
、
齋
藤
ま
り
子
さ
ん
）
の

3
名
の
加
入
で
例
会
の
雰
囲

気
も
明
る
く
楽
し
い
練
習
会

と
な
り
ま
し
た
。 

ア
フ
タ
ー
テ
ニ
ス
も
盛
り
上

が
り
、
月
１
回
の
練
習
会
が
待

ち
ど
う
し
い
程
で
し
た
。 

今
年
度
も
「
明
る
く
、
楽
し
く
、

元
気
良
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
健

康
維
持
向
上
に
努
め
て
プ
レ

ー
し
ま
し
た
。
来
年
８
月
に
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
阪
な
お
み
さ
ん
効
果
も
あ

り
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
到
来
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
同
好
会
も
そ
の

波
に
乗
り
張
り
切
っ
て
例
会

を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
会
員
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

テ
ニ
ス
同
好
会 

会
長 

梶
山
恭
一 

        

        

                 

               

                           

  
 

           

                  

平成 30年活動報告 

51回 4/18   猿江恩賜公園（雨天中止） 

52回 5/16   亀戸中央公園 

53回 6/20   芝公園（雨天中止） 

54回 7/18  亀戸中央公園 

55回 8/22  芝公園 

56回 9/19  亀戸中央公園 

57回 10/17 芝公園 

58回 11/21 亀戸中央公園 

59回 12/19 芝公園 

平成 31年活動報告 

60回 1/16  亀戸中央公園 

61回 2/20  猿江恩賜公園 

62回 3/20  亀戸中央公園 

63回 4/10  亀戸中央公園（雨天中止） 

令和元年活動予定 

64回 5/15   亀戸中央公園 

SCテニス同好会 

テニス同好会 

梶山恭一会長 S38年卒                      

S48 年卒齋藤まり子さん S38 年卒吉澤英夫さん 

S40 年卒小早川宏さん S42 年卒長島喜久男さん S32 年卒宗野治義さん 

S39 年卒杉山俊夫さん S34 年卒水野恵司さん 

健闘を称え合う面々 

S43 年卒岡本朗子さん S41 年卒佐々木由美江さん 

S

38
年
卒
栗
山
富
美
子
さ
ん 

S

44
年
卒
的
野
典
子
さ
ん 
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平
成
30
年
12
月
15
日(

土)
 

SC
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会 

忘
年
会

が
、
こ
こ
数
年
恒
例
と
な
り
ま
し

た
40
年
卒
田
邊
さ
ん
の
経
営
す

る
シ
ー
ボ
ニ
ア
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
、
静
岡
か
ら
毎
年
駆

け
つ
け
て
く
れ
る
51
年
卒
の 

プ
ロ
歌
手
川
守
宏
さ
ん
に
審
査

委
員
長
を
お
願
い
し
て
、
喉
に
自

信
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
楽
し

い
カ
ラ
オ
ケ
を
披
露
し
ま
し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
も
う
何
回

に
な
る
の
か
？ 

私
が
支
部
活
動
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
す
ぐ
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
一
年
に
春
と
暮
れ
の
二
回

開
催
し
て
い
た
時
も
あ
り
、
25

年
近
く
、
35
回
く
ら
い
で
し
ょ

う
か
？ 

以
前
は
桜
の
頃
に
屋
形
船
に
乗

っ
た
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
り
、 

 

カ
ラ
オ
ケ
と
コ
ラ
ボ
し
て
企
画

し
て
い
ま
し
た
。 

何
か
コ
ラ
ボ
企
画
あ
れ
ば
提
案

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
元
年
も
元
気
で
歌
い

ま
し
ょ
う
♪ 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会 

 
 
 
 

 
 
 

齋
藤
ま
り
子 

      

 

人
類
永
遠
の
謎
で
あ
る
美
と
は

何
か
を
探
究
す
る
た
め
会
を
作

り
ま
し
た
。
人
は
何
故
美
し
い
も

の
を
美
し
い
と
感
ず
る
の
で
し

ょ
う
か
。
実
に
不
思
議
な
事
で
す
。

こ
の
不
思
議
に
少
し
で
も
迫
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。
何
に
対
し
て
美
を

感
ず
る
の
か
。
何
故
そ
れ
を
美
し

い
と
思
う
の
か
の
解
明
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
美

し
い
も
の
を
実
際
に
見
る
こ
と

で
す
。
美
し
い
自
然
を
見
、
美
し

い
芸
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と

が
必
須
で
す
。
そ
し
て
、
何
ゆ
え

美
し
い
と
感
ず
る
の
か
、
徹
底
的

に
考
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
う
え

で
、
先
人
の
考
え
を
学
ぶ
こ
と
も

参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ

す
が
、
に
な
る
も
の
と
し
て
「
美

の
観
賞
会
だ
よ
り
」
を
発
行
い
た

し
ま
し
た
。
「
美
の
原
点 

１
富

士
山
」
「
美
の
原
点
２
太
陽
」
が

発
行
済
で
す
。 

  
 

美
の
観
賞
会 

会
長 

35
年
卒 

秋
山
卓
男 

                                        

平成 30 年参加者（敬称略）後列左から 

S29年卒 永井賢雄 S29 年卒 宮川欣也 S49 年卒 高山房之 

S38年卒 吉澤英夫 S36 年卒 池ヶ谷捷之 

S36年卒 前田雄幸 S51 年卒 川守宏 S45 年卒 安藤俊 S48 年卒 渡部広志 

S38年卒 杉本博行 S43 年卒 林和義 S36 年卒 横島啓枝 S48年卒 岩城一恵 

S38年卒 鈴木一晴 

S48年卒 齋藤まり子 38 年卒 山本文雄 48年卒 及川のり子 48年卒 牛村優子 

 

 

カラオケ同好会 忘年会 

平成３０年 12月 16日（土） 

By シーボニアメンズクラブ 

平成 29年 6月 10日  

日本民芸館（上記写真） 

参加メンバー（敬称略） 

海野 昭（S30年卒） 

中川明巳（S35年卒） 

秋山卓男（S35年卒） 

吉澤英夫（S38年卒） 

鈴木一晴（S38年卒） 

平成 30年 2月 16日  

日本民芸館・棟方志功と柳宗悦展 

参加メンバー（敬称略） 

中川明巳（S35年卒） 

小澤廣記（S35年卒） 

秋山卓男（S35年卒） 

吉澤英夫（S38年卒） 

鈴木一晴（S38年卒） 

平成 30年 10月 20日  

創立 120周年・静商ギャラリー 

参加メンバー（敬称略） 

中川明巳（S35年卒） 

秋山卓男（S35年卒） 

吉澤英夫（S38年卒） 

鈴木一晴（S38年卒） 

大石倫義（S45年卒） 

渡部広志（S48年卒） 

個人戦優勝 

山本文雄さん 
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雨
が
懸
念
さ
れ
る
う
す
曇
り

の
午
後
、
参
加
者
は
午
後
２
時
に

王
子
駅
に
集
合
し
、
飛
鳥
山
公
園

に
上
り
３
つ
の
博
物
館
巡
り
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
（
参
加
者

は
写
真
の
７
名
と
撮
影
者
大
石

の
計
８
名
） 

こ
の
博
物
館
は
、「
紙
の
博
物
館
」

「
北
区
飛
鳥
山
博
物
館
」
「
渋
沢

資
料
館
」
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
産
業
・
地
域
・
人
物
の
歴

史
を
組
み
合
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
。 

「
紙
の
博
物
館
」
で
は
、
最
初
に

紙
漉
き
を
体
験
。
全
員
が
自
分
の

デ
ザ
イ
ン
で
透
か
し
入
り
の
ハ

ガ
キ
を
作
成
し
て
感
激
。
そ
の
後
、

製
紙
の
歴
史
を
約
30
分
学
び
ま

し
た
が
、
静
岡
は
富
士
に
製
紙
工

場
を
抱
え
る
関
係
で
、
こ
こ
の
展

示
は
親
し
み
を
持
っ
て
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

職
員
の
方
（
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
説
明
付
き
で
、

和
紙
を
使
っ
た
歴
史
的
な
展
示

物
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
ね
。 

・
刊
行
年
代
が
明
ら
か
な
現
存

す
る
最
古
の
書
物 

・
大
判
の
和
紙
を
使
っ
た
版
画 

・
紙
で
織
ら
れ
た
歌
舞
伎
の
舞

台
衣
装
、
等 

「
渋
沢
栄
一
資
料
館
」
で
は
、
江

戸
時
代
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

初
期
ま
で
、
近
代
日
本
の
基
礎
を

作
っ
て
来
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
影
響
力

の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

「
北
区
博
物
館
」
は
、
地
域
の
歴

史
と
文
化
に
つ
い
て
な
の
で
、
詳

細
は
割
愛
。 

見
学
終
了
後
は
、
王
子
駅
前
で
の

懇
親
会
で
盛
り
上
が
っ
て
終
了

し
ま
し
た
が
、
特
別
企
画
（
博
物

館
巡
り
）
は
知
的
な
刺
激
に
満
ち
、

話
題
に
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

終
了
後
、
参
加
者
の
調
べ
で
分

か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
渋
沢
栄
一

は
、
静
岡
で
日
本
で
初
め
て
の
株

式
会
社
を
立
ち
上
げ
た
り
、
わ
が

母
校
の
静
商
で
生
徒
を
前
に
講

演
を
し
て
い
た
事
実
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
う
い
う
見
学
会
を
契

機
に
、
興
味
が
ひ
ろ
が
る
の
は
楽

し
い
で
す
ね
。 

（
大
石 

倫
義 

記
） 

毎
年
、
夏
の
（
選
手
権
）
大

会
が
終
了
す
る
と
す
ぐ
、
公
式

戦
の
秋
季
大
会
が
あ
り
、
新
チ

ー
ム
の
力
が
試
さ
れ
ま
す
。 

秋
季
大
会
終
了
後
も
、
毎
週

の
よ
う
に
練
習
試
合
が
あ
り
、

冬
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
ま
で
調

整
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
春
に
な
る
と
夏
の

大
会
を
占
う
春
季
大
会
が
始

ま
る
の
で
す
が
、
そ
ん
な
２
月

23
日
（
土
）
に
千
代
田
区
内
幸

町
の
シ
ー
ボ
ニ

ア
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
「
硬
式
野
球

部
激
励
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

今
ま
で
は
、
関

東
の
ネ
ッ
ト
会

メ
ン
バ
ー
中
心

で
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年

は
関
東
の
一
般

同
窓
生
に
も
呼

び
掛
け
て
、
女
性

３
名
を
含
む
。
総

勢

25

名
が
参
加

す
る
激
励
会
に

な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
都
合
が
つ
か
な
か

っ
た
高
田
監
督
も
、
今
年
は
意

欲
満
々
で
出
席
い
た
だ
き
、
３

年
生
の
行
く
末
や
チ
ー
ム
の

状
態
、
さ
ら
に
は
注
目
し
て
い

る
中
学
生
選
手
の
こ
と
ま
で
、

じ
っ
く
り
と
話
し
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

Ｓ
44
年
の
甲
子
園
投
手
の

松
島
氏
も
参
加
し
て
い
て
、
橋

本
監
督
か
ら
受
け
た
し
ご
き

の
ご
と
き
ノ
ッ
ク
の
話
も
飛

び
出
し
、
楽
し
い
激
励
会
で
し

た
が
、
参
加
メ
ン
バ
ー
か
ら
、

「
春
の
大
会
を
目
前
に
し
て

シ
ー
ド
権
獲
得
は
ミ
ニ
マ
ム

で
、
中
部
地
区
優
勝
を
目
指
せ
」

と
い
う
質
問
と
も
檄
と
も
と

れ
る
声
が
上
が
る
と
、
高
田
監

督
か
ら
は
「
試
合
は
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
そ
こ
は
十
分
狙
え
る
」

と
力
強
い
答
が
飛
び
出
し
た
。 

５
月
に
な
る
今
は
、
春
の
大

会
も
終
わ
り
、
こ
の
時
話
し
て

い
た
「
中
部
地
区
大
会
で
の
優

勝
」
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

県
大
会
で
御
殿
場
西
を
破
っ

て
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
。 

昨
年
の
会
報
で
は
、
高
田
監

督
の
ご
子
息
（
投
手
）
の
活
躍

を
期
待
し
て
大
き
く
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
今
年
の
春
季
大

会
で
は
、
強
豪
の
御
殿
場
西
を

相
手
に
９
回
毎
回
の
16
奪
三

振
で
完
投
勝
利
し
、
成
長
し
た

ピ
ッ
チ
ン
グ
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
第
二
戦
で
は

浜
松
商
業
に
延
長
戦
の
末
に

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
静

岡
新
聞
や
、
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
で

も
静
商
の
躍
進
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ネ
ッ
ト
裏
の
野
球
フ
ァ
ン
な

ら
ず
と
も
、
母
校
の
躍
進
に
は

胸
躍
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

夏
の
大
会
に
向
か
っ
て
は
、
順

調
な
滑
り
出
し
と
言
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
甲
子
園
で
躍
動

す
る
選
手
の
姿
や
、
大
き
な
Ｓ

Ｃ
の
旗
を
夢
見
る
関
東
の
同

窓
生
を
代
表
し
て
、
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

《
お
知
ら
せ
》 

昨
年
末
、
応
援
部
会
長
で
常
任

幹
事
の
矢
込
俊
吾
氏
が
、
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
常
任
幹
事
・

を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
と

し
て
、
副
幹
事
長
の
渡
部
広
志

氏
が
応
援
部
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

企
画
部
会 

特
別
企
画 

飛
鳥
山 

三
つ
の
博
物
館
見
学 

 企
画
部
会
が
主
催
す
る
特
別
企
画
は
、
毎
回
知
的
な
刺
激
に

満
ち
て
い
ま
す
。
昨
年
の
10
月
23
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た

「
飛
鳥
山
・
３
つ
の
博
物
館
巡
り
」
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

甲子園への道  
静
岡
県
代
表 
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「
２
年
後
の
再
会
を
期
す
」 

（
Ｓ
30
年
卒
） 

八
十
二
歳
の
56
回
生
、
よ
く

集
ま
り
ま
し
た
。 

 

桜
満
開
の
４
月
12
日
、
横
浜

中
華
街
の
聘
珍
楼
で
開
か
れ
ま

し
た
。 

静
岡
か
ら
７
名
の
参
加
も
あ

り
総
勢
16
名
、
60
年
ぶ
り
の
女

性
３
名
の
出
席
も
あ
り
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
近
は
２
年
毎
に

途
切
れ
る
こ
と
な
く
開
か
れ
て

き
ま
し
た
が
、
高
齢
と
な
り
毎
回

変
わ
り
な
く
会
え
る
か
な
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
よ

り
の
盛
況
で
び
っ
く
り
。 

ま
だ
ま
だ
「
老
い
知
ら
ず
の
感

あ
り
」
で
す
。 

懇
親
会
に
入
る
前
に
幹
事
交

代
の
報
告
が
あ
り
古
井
さ
ん
か

ら
石
貝
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

超
長
期
に
亘
り
本
会
を
牽
引
さ

れ
た
古
井
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。 

宴
席
が
始
ま
る
と
す
ぐ
学
生

時
代
に
早
戻
り
。
静
商
時
代
の
部

活
動
や
平
成
30
年
の
回
顧
、
当

会
発
足
の
裏
話
な
ど
飲
み
な
が

ら
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
近
況

で
も
ま
だ
活
躍
さ
れ
て
い
る
話

な
ど
豊
富
で
限
ら
れ
た
時
間
の

進
行
に
幹
事
さ
ん
は
さ
ぞ
か
し

大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
名
残
尽
き
な
い
関
東
五
十
六

会
で
し
た
が
、
健
康
に
留
意
再
来

年
も
ま
た
会
え
る
か
な
と
散
会
。 

閉
会
後
、
希
望
者
で
「
港
の
見

え
る
丘
公
園
」
「
大
桟
橋
」
に
足

を
延
ば
す
と
豪
華
客
船
飛
鳥
Ⅱ

の
出
船
が
見
ら
れ
、
最
後
に
「
横

浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
」
を
見

て
、
桜
木
町
駅
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。 

 
 

（
成
岡 

武 

記
） 

 「
３
６
会
は
至
福
の
時
間
」 

（
Ｓ
36
年
卒
） 

４
月
10
日
、
Ｓ
Ｃ
３
６
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
桜
が
満
開
の

春
う
ら
ら
の
つ
も
り
で
し
た
。
な

ん
と
、
朝
か
ら
雪
、
冬
に
逆
戻
り

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
ど
う
し
よ

う
と
思
い
な
が
ら
、
４
時
に
新
橋

「
は
な
の
舞
」
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
い
そ
い
そ
と
。
今
年
２
回
目

の
集
い
は
前
回
よ
り
少
な
い
７

名
で
し
た
。
雪
に
も
、
雨
に
も
、

寒
さ
に
も
負
け
ず
、
皆
笑
顔
で
、

よ
く
飲
み
、
食
べ
、
そ
し
て
大
い

に
お
し
ゃ
べ
り
ま
し
た
。 

 

近
ご
ろ
、
片
づ
け
を
し
て
い
た

折
に
見
つ
け
た
昭
和
33
・
34
・

35
年
度
「
静
商
職
員
生
徒
名
簿
」

３
冊
を
持
参
し
ま
し
た
。 

Ａ
５
サ
イ
ズ
の
冊
子
で
、
わ
ら
半

紙
、
ど
れ
も
茶
色
く
変
色
し
、
シ

ミ
だ
ら
け
で
す
。 

皆
が
懐
か
し
が
っ
て
興
味
津
々
。

「
俺
は
も
ら
っ
た
覚
え
が
な
い
」

な
ど
と
・
・
・
こ
の
名
簿
の
存
在

を
皆
知
ら
な
い
。
そ
の
名
簿
に
は
、

汽
車
通
、
自
転
車
、
徒
歩
と
通
学

手
段
ま
で

記
入
さ
れ

て
い
て
、

父
兄
、
続

柄
、
住
所
、

電
話
番
号

（
な
ん
と

呼
び
出
し

電
話
ま
で

載
っ
て
い

る
）
と
個

人
情
報
が
満
載
。 

当
時
の
記
憶
を
戻
す
の
は
、
こ

の
年
齢
に
な
る
と
至
難
の
業
で

し
た
が
、
先
生
の
一
覧
を
見
な
が

ら
、
本
名
よ
り
も
あ
だ
名
が
飛
び

出
し
爆
笑
。
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ

で
は
、
大
好
き
な
歌
を
２
曲
ほ
ど

歌
っ
た
。
遠
慮
の
な
い
会
話
と
同

期
の
気
取
ら
な
い
笑
顔
を
い
つ

も
あ
り
が
と
う
。
今
の
私
に
と
っ

て
至
福
の
時
間
で
す
。 

（
横
島 

啓
枝 

記
） 

 

「
３
８
会
伊
東
温
泉
旅
行
」 

（
Ｓ
38
年
卒
） 

Ｈ
29
年
の
同
期
会
旅
行
か
ら
あ

っ
と
云
う
間
に
１
年
が
過
ぎ
、
今

年
も
来
ま
し
た
！
「
ラ
フ
ォ
ー
レ

倶
楽
部 

伊
東
温
泉 

湯
の
庭
」。  

第
１
回
旅
行
、
同
期
生
の
美
人
お

か
み
瀬
戸
幸
子
さ
ん
の
宿 

「
伊

豆
嵯
峨
沢
館
」
か
ら
数
え
て
今
回

で
22
回
目
の
平
成
最
後
の
「
静

商
３
８
同
期
会
旅
行
」。 

Ｈ
30
年
11
月
17
日(

土)

の
午

後
３
時
、
伊
豆
急
伊
東
駅
改
札
口

辺
り
に
見
た
よ
う
な
オ
ジ
さ
ん

オ
バ
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
る
。
し

ょ
ぼ
つ
く
目
を
こ
す
り
な
が
ら

よ
く
見
る
と
、
学
生
時
代
の
容
姿 

容
貌
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
経
年
劣

化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
あ
の

SEISYO 
BOY

＆GIRL

で
は
な
い

か
。 

「
オ
オ
ー
ッ
久
し
ぶ
り
！
」
と
声

を
掛
け
る
と
若
き
日
の
面
影
を

僅
か
に
残
し
た
満
面
の
笑
顔
が

返
っ
て
く
る
。
「
お
互
い
老
け
た

な
！
」
の
気
持
ち
は
失
せ
一
瞬
の

う
ち
に

55
～
56
年
前
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
輝
い
て
い
た
青

春
が
蘇
っ
て
き
た
。 

 

同
期
会
旅
行
の
本
番
は
や
は

り
大
宴
会
、
一
風
呂
浴
び
て
浮
世

の
塵
を
さ
っ
ぱ
り
洗
い
流
し
思

い
思
い
の
席
で
板
長
自
慢
の
料

理
を
じ
っ
く
り
愉
し
む
。
友
と
過

ご
し
た
時
間
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
昔
話
に
花
が
咲

く
。
淡
い
恋
心
を
抱
い
た
あ
の
人

と
の
再
会
も
ま
た
楽
し
い
。 

酒
が
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
身
体
に

沁
み
渉
る
よ
う
で
旨
い
！
何
と

も
云
え
ぬ
心
地
良
さ
だ
。 

 

幾
つ
に
な
っ
て
も
静
商
時
代

の
３
年
間
は
濃
密
で
熱
い
青

春
！
。 

髪
が
薄
く
な
っ
た
っ
て
白
髪

が
増
え
た
っ
て
、
顔
に
皺
や
シ
ミ

が
で
き
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い

か
！
腹
の
脂
肪
？
そ
ん
な
も
の

ど
う
だ
っ
て
い
い
！ 

私
に
と
っ

て
あ
の
時
代
を
全
力
で
駆
け
抜

け
た
同
期
の
絆
は
若
さ
を
取
り

戻
し
て
く
れ
る
最
高
の
宝
だ
。 

宴
会
後
の
幹
事
部
屋
で
は
持

ち
込
み
の
酒
と
つ
ま
み
で
ま
た

盛
り
上
が
り
オ
ジ
さ
ん
達
は
夜

更
け
ま
で
名
残
酒
に
酔
い
し
れ

て
い
た
…
…
も
し
も
し
来
年
は

後
期
高
齢
者
だ
よ
。 

翌
日
は
こ
の
地
で
仕
事
を
し

た
望
月
崇
君
の
案
内
で
小
室
山

に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
登
頂
し
、
眼

下
の
眺
望
を
楽
し
む
。
山
を
下
っ

て
地
元
の
漁
師
料
理
で
締
め
く

く
り
来
年
の
再
会
を
約
し
て
散

会
と
な
っ
た 

 

今
年
も
静
商
３
８
会
は
元
気
、

や
る
気
一
杯
！
健
康
寿
命
更
新

を
目
指
し
て
走
る
走
る
。 

（
杉
本 

博
行 

記
） 

 

「
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
教
訓
に
」 

 

（
Ｓ
41
年
卒
） 

 

４
月
６
日
、
い
つ
も
の
シ
ー
ボ

ニ
ア
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
て
11
時

30
分
か
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、
何
と
、
Ａ
君
が
日
比
谷

公
園
出
口
付
近
で
低
血
糖
で
倒 

 
同 

期 

会 

だ 

よ 

り 
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れ
て
い
る
と
い
う
Ｓ
君
か
ら
の

一
報
が
入
る
。 

こ
れ
は
大
変
と
数
人
で
駆
け

付
け
、
糖
分
の
入
っ
た
飲
み
物
を

飲
ま
せ
、
低
血
糖
は
回
復
し
ま
し

た
が
、
倒
れ
た
時
に
打
っ
た
所
が

か
な
り
痛
む
と
い
う
の
で
、
救
急

車
で
病
院
に
行
き
精
密
検
査
。 

結
果
は
腕
を
骨
折
し
て
い
た

が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
他
は
問
題

な
い
と
い
う
こ
と
で
一
同
安
堵
。 

30
分
遅
れ
で
始
ま
っ
た
同
期

会
で
し
た
が
、
Ａ
君
の
事
を
気
に

し
な
が
ら
も
相
変
わ
ら
ず
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
た
。 

今
回
は
、
健
康
に
つ
い

て
特
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
同
期

会
で
し
た
。 （

小
林 

吉
照 

記
） 

 

「
飛
翔
会
の
は
し
ご
飲
み
」 

(

Ｓ
43
年
卒) 

晩
秋
の
小
春
日
和
の
11
月
28

日
、
銀
座
六
丁
目
、
イ
タ
リ
ア

料
理
店
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
オ
ス

テ
リ
ア
」
に
、
43
年
卒
の
男
６

人(

長
橋
君
、
林
君
、
瀧
浪
君
、

高
田
君
、
八
木
君
、
山
口
君)

、

女
６
人(

村
松
さ
ん
、
井
上
さ

ん
、
秋
山
さ
ん
、
原
木
さ
ん
、

岩
下
さ
ん
、
岡
本
さ
ん)

が
真
っ

昼
間
に
結
集
し
た
。 

中
央
通
り
銀
座
シ
ッ
ク
ス
の

目
の
前
地
下
１
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ラ
ン
チ
フ
ル
コ
ー
ス
を
ゆ

っ
く
り
２
時
間
ほ
ど
か
け
て
い

た
だ
く
。
久
し
ぶ
り
の
参
加
者

も
い
て
話
し
は
尽
き
な
い
。 

食
事
後
外
に
出
て
見
る
と
、

中
国
人
を
は
じ
め
外
国
人
が
多

く
行
き
交
い
六
丁
目
は
銀
座
シ

ッ
ク
ス
が
出
来
て
銀
座
の
に
ぎ

わ
い
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

午
後
2
時
過
ぎ
、
ま
だ
陽
が

高
く
暖
か
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
近
く
の
ラ
イ
オ
ン
銀
座
店

(

趣
の
あ
る
120
年
の
歴
史
の
老

舗
ビ
ア
ホ
ー
ル)

に
10
人
が
参

加
し
て
二
次
会
に
。 

さ
ら
に
、
午
後
４
時
頃
、
ま
だ

帰
り
た
く
な
い
の
か
飲
み
足
り

な
い
メ
ン
バ
ー
６
人
が
、
コ
リ

ド
ー
通
り
の
「
テ
ン
グ
酒
場
」

に
入
り
三
次
会
。 

午
後
７
時
前
に
店
を
出
て
さ
す

が
に
全
員
が
家
路
に
着
い
た

が
、
本
当
に
楽
し
い
一
日
だ
っ

た
。 

 
 
(

山
口 

憲
治 

記) 

 

「
同
期
は
楽
し
湯
河
原
の
夜
」 

（
Ｓ
44
年
卒
） 

 

昨
年
の
12
月
８
・
９
日
、
１

泊
２
日
の
同
期
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

エ
ク
シ
ブ
湯
河
原
離
宮
に
静

岡
か
ら
４
名
、
関
東
か
ら
３
名

が
集
合
し
ま
し
た
。 

超
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
宿
に
皆
大

興
奮
！
！ 

夜
遅
く
ま
で
の

語
り
合
い
は
泊
ま
り
な
ら
で

は
の
楽
し
い
時
間
と
な
り
、
仲

間
の
50
年
前
の
知
ら
な
か
っ

た
青
春
に
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
。 

 

翌
日
は
日
本
最
長
、
富
士
を

望
む
大
吊
り
橋
『
三
島
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
』
を
往
復
。
長
く
て

高
い
吊
り
橋
は
ち
ょ
っ
と
ス

リ
ル
満
点
。
も
し
風
が
吹
い
て

い
た
ら
足
が
す
く
ん
で
前
に

進
め
な
か
っ
た
か
も
・
・
・
。 

あ
い
に
く
の
天
気
で
我
ら
が

富
士
は
姿
を
見
せ
ず
残
念
で

し
た
。
自
称
高
所
恐
怖
症
と
い

う
Ｋ
さ
ん
（
ち
ょ
っ
と
信
じ
ら

れ
な
い
）
は
、
入
り
口
ゲ
ー
ト

で
待
機
。
そ
ん
な
訳
で
写
真
に

載
ら
ず
ご
め
ん
な
さ
い
。 

「
来
年
は
箱
根
で
！
」
を
合
言

葉
に
健
康
と
再
会
を
約
束
し

三
島
駅
で
解
散
、
元
気
を
も
ら

っ
た
二
日
間
で
し
た
。 

（
的
野 

典
子 

記
） 

 

「
地
道
に
、
継
続
は
力
な
り
」 

（
Ｓ
45
年
卒
） 

３
月
18
日
（
月
）、
シ
ー
ボ
ニ

ア
（
内
幸
町
）
に
お
い
て
第
二
回

関
東
ナ
ナ
ピ
ン
会
同
期
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。 

前
回
参
加
メ
ン
バ
ー
15
名
の

内
諸
事
情
で
８
名
が
欠
席
と
な

り
ま
し
た
が
、
初
参
加
１
名
を
加

え
、
８
名
で
の
開
催
。 

 

今
年
は
関
東
支
部
の
常
任
幹

事
で
も
あ
る
、
山
梨
隆
史
君
の
訃

報
と
献
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
近
況
報
告
で
は
、
仕
事

も
生
活
も
や
る
気
満
々
の
発
言

に
、
元
気
を
共
有
し
ま
し
た
。 

 

小
林
隆
良
君
は
、
卒
業
後
、
写

真
の
勉
強
の
た
め
渡
米
。
79
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
写
真
ス
タ

ジ
オ
を
立
ち
上
げ
、
87
年
に
帰

国
。
商
業
写
真
や
Ｃ
Ｆ
で
も
賞
を

受
賞
し
て
い
て
有
名
歌
手
や
芸

能
人
の
商
業
広
告
を
手
掛
け
た

と
い
う
話
に
ビ
ッ
ク
リ
。 

 

初
参
加
の
田
村
安
美
さ
ん
は
、

高
齢
者
の
介
護
に
情
熱
を
傾
け

る
傍
ら
、
関
東
の
同
期
会
に
是
非

参
加
し
た
い
と
の
思
い
で
日
程

調
整
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
で
２
回
目
で
す
が
、
今
後

も
地
道
な
活
動
の
継
続
に
よ
り

参
加
者
を
増
や
し
、
同
時
に
関
東

支
部
の
会
員
の
発
掘
を
図
っ
て

ゆ
き
ま
す
よ
。 （

安
藤 

俊 

記
） 

 

「
卒
後
45
年
目
の
同
期
会
」 

（
Ｓ
48
年
卒
） 

卒
業
後
45
年
の
同
期
会
が
平

成
18
年
11
月
17
日
土
曜
日
に

静
岡
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
期
生
360
名
の

う
ち
、
80
名
の
同
期
生
が
全
国

か
ら
駆
け
つ
け
、
恩
師
の
樫
下
先

生
・
芝
先
生
の
お
元
気
な
お
姿
を

拝
見
し
、
樫
下
先
生
の
心
温
ま
る

お
話
に
感
動
し
ま
し
た
。 

卒
業
し
て
初
め
て
同
期
会
で

顔
を
合
わ
せ
た
方
か
ら
「
お
め
ぇ

は
誰
だ
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、

名
乗
り
合
い
記
憶
を
た
ど
る
と

「
ず
い
ぶ
ん
貫
禄
つ
い
た
け
ど
、

そ
う
い
え
ば
…
」「
あ
の
色
黒
だ

っ
た
…
」
と
当
時
の
面
影
が
見
え

て
き
て
思
い
出
話
の
花
が
咲
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
静
岡
の
同
期

生
が
中
心
に
企
画
を
し
、
関
東
の

渡
部
君
が
総
合
司
会
を
担
当
し
、

相
川
君
が
準
備
し
た
ス
ラ
イ
ド

で
、
全
員
が
参
加
で
き
る
ク
イ
ズ

形
式
の
チ
ー
ム
対
抗
戦
を
し
、
最

下
位
に
は
カ
ラ
オ
ケ
の
罰
ゲ
ー

ム
な
ど
、
齊
藤
・
牛
村
・
岩
城
が

当
日
の
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。 

校
歌
・
応
援
歌
の
ほ
と
ん
ど
を

今
で
も
歌
え
る
の
は
、
怖
か
っ
た

応
援
練
習
の
成
果
だ
と
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

事
務
科
・
経
理
科
の
女
子
ク
ラ

ス
は
、
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
同
窓
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
よ

う
に
同
期
生
が
一
堂
に
会
す
る

機
会
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

次
の
50
周
年
記
念
同
期
会
で

は
、
今
回
出
席
で
き
な
か
っ
た
同

期
生
の
方
々
に
も
お
目
に
か
か

り
た
い
も
の
で
す
。 

（
岩
城 

一
恵 

記
） 
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静商同窓会関東支部役員名簿（敬称略）　　　　　　　　　　　　　令和元年５月28日現在

役職名 卒　年 氏　　名 住所略 役職名 卒　年 氏　　名 住所略

昭和30年 海野　昭 板橋区 幹事 昭和36年 前山　忠弘 さいたま市緑区
昭和32年 宗野　治義 港区 平井　幸雄 八王子市

支部長 昭和38年 吉澤　英夫 大田区 昭和37年 西島　一二三 藤沢市
昭和40年 原　初典 町田市 増田　数茂 横須賀市
昭和43年 岡本　朗子 船橋市 昭和38年 梶山　恭一 西東京市

幹事長 昭和45年 大石　倫義 横浜市戸塚区 後藤　忠昭 浦安市

副幹事長 昭和48年 渡部　広志 佐倉市 昭和39年 青柳　秀雄 海老名市
会計 昭和43年 岩下　喜美枝 横浜市 川崎　衛 府中市

昭和38年 鈴木　一晴 武蔵野市 昭和40年 須川　福男 鎌倉市
昭和42年 高山　康明 三郷市 田邊　勉 横浜市青葉区
昭和31年 長谷川　勉 船橋市 神谷　雅男 佐倉市
昭和35年 秋山　卓男 柏市 小早川　宏 松戸市
昭和38年 杉本　博行 足立区 昭和41年 福島　正五 茅ヶ崎市
昭和40年 中畑　稔 千葉市若葉区 昭和42年 吉野　秀男 川崎市麻生区

神山　孝 さいたま市 高塚　年明 藤枝市
昭和41年 小林　吉照 横浜市港南区 山口　ひろみ さいたま市中央区

松本　豊 我孫子市 昭和43年 瀧浪　利信 川崎市麻生区
昭和42年 小林　幸義 松戸市 昭和44年 長山　静枝 柏市
昭和43年 林　和義 東久留米市 木村　雅美 横浜市金沢区
昭和44年 的野　典子 船橋市 昭和46年 岡島　治樹 横浜市戸塚区
昭和45年 安藤　俊 春日部市 昭和48年 青島　正一 印西市
昭和48年 青木　洋一 品川区 冨井　商之 川崎市麻生区

相川　雅美 横浜市戸塚区 昭和49年 根岸　巌 さいたま市
齋藤　まり子 江戸川区 昭和50年 杉本　幸雄 練馬区
岩城　一恵 世田谷区 田形　晋 豊島区

昭和49年 高山　房之 市川市 昭和51年 井上　真理子 川崎市麻生区
内田　晃 さいたま市 中平　整子 中野区

平成６年 若尾　剛志 練馬区 萩原　克則 入間市

幹事 昭和24年 内藤　義人 鎌ヶ谷市 昭和52年 本間　邦子 千葉市美浜区
昭和26年 天野　覚 国分寺市 富田　弘行 台東区
昭和27年 望月　健三郎 南足柄市 昭和54年 矢部　正志 川口市
昭和28年 上山　富義 藤沢市 昭和56年 高柳　佐和美 国分寺市

知光　敬矩 八王子市 昭和57年 石井　徹 横浜市保土ヶ谷区
昭和29年 山田　雅子 宇都宮市 昭和58年 田中　彰二 横浜市神奈川区

川村　通裕 横浜市 川田　彰子 大田区
昭和30年 古井　陸志 立川市 昭和60年 高田　寿之 大田区

石貝　晃司 横浜市 平成１年 天笠　律津子 綾瀬市
昭和32年 松井　邦浩 鴻巣市 平成６年 浦田　輝 台東区
昭和33年 曽我　和善 杉並区 平成７年 芦澤　洋介 藤沢市
昭和34年 小長井　武夫 渋谷区 平成12年 村松　太一 野田市
昭和35年 中川　明巳 練馬区 平成16年 李　慎 港区

副支部長

常任幹事

顧問

会計監査

 

 

 

平成30年度決算　会計報告及び会計監査報告
（平成30年４月１日～平成31年３月31日まで）

１．一般会計 ２．支部基金会計 項　　目 金　　額

区分 金　　額  前年度末残高 4,400,000

604,786  本年組入額 0

 総会会費等収入 1,171,829  本年度末残高 4,400,000

 年会費 618,000

 寄付金 376,000 ３．財産目録

 本部助成金 200,000 金　　額

 広告収入 100,000  支部基金 4,400,000

 預金利息 3,134 493,502

 小　　　計 2,468,963  ゆうちょ銀行 164,080

合　　　　計 3,073,749  手 元 現 金 33,421

 総会費用 1,401,949 合　　計 5,091,003

 会報発行費 298,356

 専門部会活動費 190,960

 同期会補助金 35,000 平成31年４月 11日

 会議費 189,300 　　　　静商同窓会関東支部　　会計　　岩下　喜美枝　㊞

 運営諸経費 267,181

 寄付金 0 平成30年度　会計監査報告

 小　　　計 2,382,746

0

691,003 平成31年４月 11日

合　　　　計 3,073,749 　　　　静商同窓会関東支部　会計監査　　鈴木  一晴　㊞

　　　　　　　　　　　　　　会計監査　　高山  康明　㊞

支
出
の
部

本
年
度
支
出

上記の通り、報告します。

監査の結果、上記の報告に相違なく、適正であることを認めます。
 支部基金組入

 次期繰越金

項目

　支 部 基 金

収
入
の
部

 前　期　繰　越　金

本
年
度
収
入

項　　目

 三井住友銀行

 次期繰越金
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会員の皆様の暖かいご支援ご協力に対しまして厚く御礼申し上げます。平成３1年３月までに納入頂いた方々のご芳名を下記のとおりご報告申し上げます。

作成に当たっては、誤字、記載漏れのないよう注意しておりますが、万一不手際が有りました場合は深くお詫び申し上げます。

（注）氏名の右＊印は平成30年度の総会出席者を示します。

昭和17年 西川　茂 2 昭和33年 青野　勝 2 昭和37年 寺山　勢津子 2 昭和40年 鈴木　朱實 2 昭和45年 安藤　俊 4 ＊

昭和22年 岩崎　卓己 2 秋山　賢司 2 松田　厚子 2 益子  久美子 2 小林　隆良 2 ＊

昭和23年 尾下　容康 2 高橋　勲 2 山梨　理恵子 2 市川　優 2 山梨　隆史 2 ＊

昭和24年 深尾　孝 2 ＊ 三浦  斌 2 中田　有智子 2 石川　唯夫 2 松島　英雄 4 ＊

山本　昭吾 2 ＊ 野呂瀬  誠子 2 長谷川　英樹 2 杉山　昌孝 2 宮原　茂 2

八田　庄一 2 上條  佐恵子 2 青島  幸一 2 昭和41年 松本　豊 7 ＊ 桑名　知子 2

内藤　義人 2 竹内　清 2 昭和38年 岡村　優 2 * 小林　吉照 7 ＊ 畑田　富男 2

山本　直樹 2 鈴木　五郎 2 梶山　恭一 5 * 榎本　哲夫 12 ＊ 田村　安美 2

昭和26年 天野　覚 2 増田  欣也 2 栗山　富美子 2 * 矢込　俊吾 7 ＊ 塚口　芳朗 2

村越　英夫 5 昭和34年 小長井　武夫 2 ＊ 後藤　忠昭 4 * 佐々木 由美江 2 ＊ 昭和46年 岡島　治樹 2 ＊

昭和27年 梅田  定男 2 戸井　政広 2 ＊ 杉本　博行 12 * 海野  富夫 4 杉山  正明 2 ＊

望月　健三郎 3 秋山　敏夫 2 鈴木　一晴 7 * 佐藤　文子 2 梶山　久志 2 ＊

志田　実 2 大村  隆明 2 西沢　豊治 2 * 高木　光子 2 葉桐　治彦 5

上田  伸子 2 桑原　達夫 2 花村　磯男 2 * 福島　正五 5 三石　輝子 2

朝比奈　一郎 2 柴　　義弘 2 増田　実 2 * 長島　弘之 2 山本　優 2

昭和28年 鈴木　基之 4 杉山　光男 2 吉澤　英夫 32 * 藤田　久恵 2 三浦　精一 2

昭和29年 宮川　欣也 5 ＊ 水野　恵司 2 佐藤　亘 4 * 坊野　秀美 2 昭和47年 馬淵　興二 2 ＊

永井　賢雄 4 ＊ 高木　美子 2 山本　文雄 12 * 坊野　やえ子 2 望月　芳雄 10

阿部　勝子 2 ＊ 竹山　祥子 2 浅場　利朗 2 松浦　ユリ 2 昭和48年 岩城　一恵 4 ＊

鈴木　正子 2 ＊ 田村  富男 2 五十嵐　昭夫 2 境　　静子 4 相川　雅美 7 ＊

興津　高里 2 ＊ 土屋　堅固 2 福嶋　春子 2 森　　秀男 2 冨井　商之 2 ＊

山田　雅子 4 ＊ 常盤　秀樹 5 吉田　茂夫 2 土方　八重子 2 及川　のり子 4 ＊

原田　雄吉 2 平井　シズヨ 2 上杉　義昭 4 福石　守 2 小川　えり子 2 ＊

榊原　貞夫 2 伏見　重夫 2 高田　洋子 2 良知　章男 4 渡部　広志 2 ＊

安池  貢 2 薮崎　公一 2 互井　まり子 2 秋山　康雄 2 齋藤　まり子 4 ＊

小松　英夫 10 安池　和高 2 八木　勝司 2 鈴木　猪久男 2 山中　幸子 2

山岸　光男 2 畑　　幸男 2 昭和39年 河田　正勝 2 * 昭和42年 小林　幸義 7 ＊ 牛村　優子 2

昭和30年 石貝　晃司 2 ＊ 昭和35年 秋山　卓男 7 ＊ 杉山　俊夫 2 * 山田　鐘作 2 ＊ 吉澤　則子 2

海野　昭 22 ＊ 坊野　清之 7 ＊ 杉山　千之 2 * 高塚　年明 4 ＊ 青木　洋一 2

成岡　武 2 ＊ 市川　幸子 2 ＊ 渡辺　将之 2 * 高山　康明 2 ＊ 青島　正一 2

古井　陸志 2 ＊ 小林　一男 2 ＊ 川崎　衛 3 * 吉野　秀男 2 ＊ 望月　延夫 5

堀内　鋒行 2 ＊ 中川　明巳 5 ＊ 檜林　勝 2 * 鶴岡　純代 4 ＊ 昭和49年 芳澤　正明 4 ＊

服部　勤 2 ＊ 小澤　廣記 5 ＊ 杉山　賢次 2 * 内藤　泰敏 4 ＊ 高山　房之 4 ＊

青木　二郎 2 鈴木　祐輔 2 足立　久男 2 * 小澤　眞喜子 2 内田　晃 7 ＊

大森　泰次 2 鈴木　春恵 2 曽根田　正美 2 北川　陽子 4 室井　千歳 4 ＊

佐藤　富士夫 2 青木　正和 2 山内　功 2 山口　ひろみ 2 佐合　陽子 2

杉山　智通 2 昭和36年 池ヶ谷　捷之 4 ＊ 青柳　秀雄 10 木下　孝子 2 醍醐　寧子 2

高木　慶二 2 前田　雄幸 2 ＊ 大石　伸晴 2 橋本　孝一 5 手塚　文子 3

望月　秀雄 2 平井　幸雄 2 ＊ 清水　豊 2 鈴木　修一 2 秋田　秀幸 5

藁科　綸造 2 松平　俊男 4 ＊ 前田　裕司 2 昭和43年 岩下　喜美枝 4 ＊ 小澤　富美子 2

伊藤　広治 2 横島　啓枝 2 ＊ 吉川　優 2 瀧波　利信 5 ＊ 佐竹　清美 4

石垣　とし子 2 高木　英雄 2 ＊ 鷺坂　泰弘 2 岡本　朗子 4 ＊ 根岸　巖 2

昭和31年 長谷川　勉 12 ＊ 前山　忠弘 4 ＊ 昭和40年 塩沢　敏雄 2 * 林　　和義 9 ＊ 昭和50年 田形　晋 2 ＊

勝山　葆 2 大石　康年 2 ＊ 関塚　仍子 7 * 岡村　明子 2 ＊ 加藤　美智子 2 ＊

勝見　勝江 2 小長井　建昭 7 ＊ 森谷　綾子 2 * 佐藤　秀子 2 杉本　幸雄 4 ＊

木村　明雄 2 鷲野　喜八郎 2 中畑　稔 2 * 長橋　修 2 国島　修子 2 ＊

紅林　勲 2 増田  勝江 4 原　　初典 12 * 小林　幸二 4 中島　寛人 2 ＊

昭和32年 宗野　治義 7 ＊ 小林　育代 2 鷲巣　雅彦 2 * 原木　妙子 2 昭和51年 川守　宏 2 ＊

松木　交市 2 田中　貞雄 2 石貝　篤 2 * 小林　茂 3 昭和52年 竹内　弘美 2

松井　邦浩 5 土岐　守行 2 見城　正博 2 * 小澤　達雄 2 富田　弘行 2

岩下　寛治 2 薮崎　久仁子 2 神谷　雅男 2 * 高田　勝 2 昭和53年 熊谷　美智男 4 ＊

阿井　勝利 22 築地　鋭行 4 小早川　宏 2 * 鎌田　和枝 2 昭和54年 矢部　正志 2 ＊

伊藤　雅章 2 石井　清史 2 須川　福男 2 * 井上　典子 5 麓　　龍之助 2

堤　　正義 2 千賀　正彦 2 神山　孝 2 * 三神　和代 2 昭和56年 高柳　佐和美 4

植野　大次郎 2 堤　　訓子 2 長田　豊 2 * 昭和44年 木村　雅美 2 ＊ 昭和57年 井坂　春行 2

木佐森　達夫 5 渡辺　秀世 2 田邊　勉 4 * 的野　典子 4 ＊ 久米　徳幸 2

杉山　捷三 2 鷺坂　勉 2 長尾　健次 2 * 長山　静枝 4 ＊ 山崎　淳子 2

松本　一宇 5 佐藤　隆司 2 八十浜　隆司 4 * 北川　真 2 平成12年 村松　太一 2

増田　佳秋　 2 昭和37年 鈴木　守 2 * 木村　光雄 2 * 牧野　仁 2

山島　利一 4 西島　一二三 4 * 岩崎　隆行 2 * 松永　有子 2

藤田　攻三郎 2 松田　弘 12 * 浅井　弘三 12 真田　一志 2 ３９９人・９９４千円

田中　俊昭 2 安川　榮子　 4 * 重坂　宣良 2 昭和45年 山口　千江 2 ＊ 　　（会費61８・寄付３７６）

昭和33年 曽我　和善 6 ＊ 増田　数茂 7 * 井上　真紗代 2 大石　倫義 4 ＊

　　　　　　　会費・寄付等 納入者御芳名　　（敬称略：順不同、単位：千円）

会費・寄付金合計

 




